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H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
収穫量(トン) 1,227 1,597 1,931 2,035 1,296
結果樹面積(ha) 245 249 249 242 245

順位 品　目 数量（トン） 割合（％）
1 パインアップル 612 28.9
2 すいか 425 20.1
3 マンゴー 363 17.2
4 たんかん 251 11.9
5 シークァーサー 112 5.3

順位 品　目 金額（千円） 割合（％）
1 マンゴー 507,005 45.5
2 パインアップル 197,748 17.8
3 たんかん 95,448 8.6
4 すいか 86,176 7.7
5 パッションフルーツ 39,118 3.5

H24 H25 H26 H27 H28
沖縄県 1,226.7 1,597.2 1,931.1 2,035.2 1,296.5
宮崎県 1,139.6 1,125.5 1,243.8 1,188.2 1,097.4
鹿児島県 375.1 445.8 451.1 421.1 402.0

　世界三大美果ともいわれるマンゴーは、ビタミン類やミネラル、カルシウム等たくさん含んでいます。沖縄の特産品の

一つであるマンゴーを食べて、暑い夏を元気に乗り切りましょう！

資料：沖縄県中央卸売市場「平成30年市場年報」より

資料：県園芸振興課「H29年版沖縄県の園芸・流通」より

資料：農林水産省「特産果樹生産動態等調査」より

　最後に　収穫量の多い上位３県（沖縄県、宮崎県、鹿児島県）の推

移をみてみましょう（表３、図２）。

　農林水産省「特産果樹生産動態等調査」より平成28年の収穫量に

よれば、沖縄県が1,296.5トン、宮崎県が1,097.4トン、鹿児島県が

402.0トンとなっています。また、沖縄県は平成24年から28年までい

ずれの年も収穫量が最も多いことがわかります。次に宮崎県が続い

ています。宮崎県産マンゴーも人気ブランド「太陽のタマゴ」として

ファンを魅了しています。

　沖縄県、宮崎県それぞれの特産品であるマンゴーの食べ比べを

してみたいですね。

資料：農林水産省「特産果樹生産動態等調査」より

　はいた～い。夏といえば花火！沖縄の風を感じながら、鮮やかに彩られる夜空を見上げて楽しむ時期となりました。

　さて、皆さん、７月１５日は何の日かご存知でしょうか。沖縄県では、平成１２年にマンゴーの出荷最盛期である７月の

１５日を『マンゴーの日』と定めており、今月は夏の美果『マンゴー』について調べてみましたので、紹介したいと思いま

す。

　マンゴーは、約４千年前からインド東部やミャンマーで栽培されていて、沖縄へは1920年代に台湾から導入され、1980

年頃から本格的に生産が始まったようです。沖縄県では、アップルマンゴー、キーツマンゴーなどが生産されていて、宮

古島市、豊見城市、本島北部地域などが産地となっています。

夏の美果といえば・・・

表１　県内マンゴー収穫量と結果樹面積の推移

表２　平成30年県内産果実の品目順位

表３　産地別の収穫量の推移　　　　　　　（単位：トン）

資料：県園芸振興課「H29年版沖縄県の園芸・流通」より

　次に、沖縄県中央卸売市場で平成30年中に取り扱われた県内産

果実品目順位(数量と金額）をみてみましょう（表２）

　マンゴーの取り扱い数量は、363トンで県内では第３位です。パイ

ンアップル（612トン）はマンゴーより取り扱い数量を多く占めていま

す。次いですいか(425トン）となっています。一方、取り扱い金額をみ

ると、マンゴーが507,005千円でパインアップル（197,748千円）より大

きく上回り第１位となっています。

　沖縄で栽培されるマンゴーのうち、「糖度15度以上」「サイズ３L以

上」「色は深紅」といった条件を満たすマンゴーを「美らマンゴー」とブ

ランド化して注目されています。とろけるような深い甘さと適度な酸

味が特徴の沖縄県産マンゴーをたくさんの人に味わってもらえると

いいですね。

　まず、県内のマンゴーの収穫量と結果樹面積

（※１）の推移をみてみましょう。(表１、図１)

　県園芸振興課でまとめた「平成29年版沖縄県

の園芸・流通」より収穫量をみてみると、平成

2４年度(1,227トン)から27年度（2,035トン)まで

は、毎年増加していますが、平成28年度は

（1,296トン）と減少しています。一方、結果樹面

積をみてみますと、平成24年度245ha、25年度

249ha、26年度249ha、27年度242ha、28年度

245haとなっていて、年々増減を繰り返していま

すが、比較的安定して推移しています。

　

※１「結果樹面積」：農家が当該年の収穫を意

図して結果させた面積。未成園(樹齢が若いた

め商品となるような果実が実らない園地）を含

んでいない。
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図２ 産地別の収穫量の推移
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